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政
府
に
よ
る
我
が
国
の
領
海
幅
設
定
と
一
九
六
〇
年
の
日
米
安
全
保
障
条
約
改
定
に
際
し
た
い
わ
ゆ
る
「
核
持

ち
込
み
密
約
」
と
の
関
連
性
等
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

本
年
六
月
二
十
二
日
付
の
共
同
通
信
社
に
よ
る
配
信
記
事
を
受
け
た
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
宗
谷
、
津
軽
、
大
隅
、
対
馬
海

峡
東
水
道
、
同
西
水
道
の
五
海
峡
に
関
し
、
政
府
が
領
海
法
で
可
能
と
さ
れ
て
い
る
十
二
海
里
の
領
海
幅
で
は
な
く
、
そ
れ
ら

を
「
特
別
海
域
」
と
し
て
三
海
里
の
領
海
幅
に
据
え
置
い
て
い
る
の
は
、
十
二
海
里
の
領
海
幅
の
設
定
に
よ
り
公
海
部
分
が
消

滅
す
る
海
峡
が
で
き
た
場
合
、
米
軍
の
核
搭
載
艦
船
が
我
が
国
の
領
海
を
通
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
避
け
る
た
め
で

あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
更
に
、
右
の
政
府
の
領
海
幅
設
定
に
は
、
一
九
六
〇
年
の
日
米
安
全
保
障
条
約
改
定
時
に
核
兵
器

を
搭
載
し
た
米
軍
の
艦
船
や
航
空
機
が
我
が
国
に
立
ち
寄
る
こ
と
を
黙
認
す
る
と
し
た
い
わ
ゆ
る
核
持
ち
込
み
密
約
（
以
下
、

「
密
約
」
と
い
う
。
）
が
背
景
に
あ
る
と
、
二
名
の
外
務
省
事
務
次
官
経
験
者
が
共
同
通
信
社
に
対
し
て
語
っ
た
と
の
こ
と
で

あ
る
。
右
の
報
道
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第
六
二
七
号
）
及
び
「
前
々
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
一
第

五
八
〇
号
）
を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

本
年
六
月
二
十
九
日
付
の
毎
日
新
聞
一
面
の
、
村
田
良
平
元
外
務
省
事
務
次
官
が
「
密
約
」
に
つ
い
て
述
べ
た
記
事
（
以

下
、
「
毎
日
記
事
」
と
い
う
。
）
に
、

一



「
ま
た
、
七
七
年
制
定
の
領
海
法
で
宗
谷
、
津
軽
、
対
馬
な
ど
五
海
峡
の
領
海
の
幅
を
三
カ
イ
リ
と
規
定
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、
村
田
氏
は
『
（
国
連
海
洋
法
条
約
で
認
め
ら
れ
て
い
る
）
十
二
カ
イ
リ
ま
で
広
げ
れ
ば
い
い
も
の
を
広
げ
て
い

な
い
。
お
か
し
い
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
直
接
関
係
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
黙
っ
て
い
た
』
と
指
摘
。
米
艦
船
が
五
海
峡

を
通
過
し
て
も
『
核
持
ち
込
み
』
と
な
ら
な
い
よ
う
、
あ
え
て
領
海
の
幅
を
狭
め
る
意
図
が
外
務
省
に
あ
っ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
」

と
の
記
述
が
あ
る
。
前
回
質
問
主
意
書
で
、
外
務
省
と
し
て
右
の
記
述
を
読
み
、
承
知
し
て
い
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、

「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
外
務
省
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
記
事
は
承
知
し
て
い
る
が
、
お
尋
ね
の
『
発
言
』
の
内
容
等
に
つ

い
て
承
知
し
て
お
ら
ず
、
お
尋
ね
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
同
省
に
お
い

て
、
右
の
答
弁
を
起
案
し
、
作
成
し
た
部
署
は
ど
こ
か
。

二

外
務
省
が
、
「
毎
日
記
事
」
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
る
が
、
村
田
元
次
官
の
「
発
言
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
承
知
し
て

い
な
い
と
言
う
の
は
な
ぜ
か
。
こ
れ
ま
で
累
次
に
渡
り
指
摘
し
て
い
る
様
に
、
村
田
元
次
官
の
「
発
言
」
の
詳
細
な
内
容

は
、
「
毎
日
記
事
」
に
明
確
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
読
め
ば
、
そ
の
内
容
を
知
る
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
の
に
も

関
わ
ら
ず
、
そ
れ
で
も
同
省
が
「
お
尋
ね
の
『
発
言
』
の
内
容
等
に
つ
い
て
承
知
し
て
い
な
い
」
と
言
う
の
は
ど
の
様
な
意

二



味
で
あ
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

三

中
曽
根
弘
文
外
務
大
臣
は
、
当
質
問
主
意
書
を
含
む
、
「
毎
日
記
事
」
に
あ
る
前
文
で
挙
げ
た
五
海
峡
の
領
海
幅
設
定
に

関
す
る
村
田
元
次
官
の
「
発
言
」
に
つ
い
て
の
当
方
に
よ
る
一
連
の
質
問
主
意
書
の
内
容
、
並
び
に
、
「
前
回
答
弁
書
」
を

含
む
外
務
省
に
よ
る
一
連
の
答
弁
内
容
を
承
知
し
て
い
る
か
。

四

中
曽
根
大
臣
と
し
て
、
外
務
省
が
質
問
主
意
書
に
対
し
、
「
前
回
答
弁
書
」
及
び
「
前
々
回
答
弁
書
」
に
あ
る
様
な
不
誠

実
な
答
弁
を
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
様
な
見
解
を
有
し
て
い
る
か
。

五

政
府
が
前
文
で
挙
げ
た
五
海
峡
を
「
特
別
海
域
」
と
し
、
そ
の
領
海
幅
を
領
海
法
で
可
能
と
さ
れ
て
い
る
十
二
海
里
で
は

な
く
三
海
里
と
し
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
で
は
「
宗
谷
海
峡
、
津
軽
海
峡
、
対
馬
海
峡
東
水
道
、
対

馬
海
峡
西
水
道
及
び
大
隅
海
峡
の
五
つ
に
係
る
領
海
の
幅
を
三
海
里
と
し
て
い
る
の
は
、
海
洋
国
家
及
び
先
進
工
業
国
と
し

て
、
国
際
交
通
の
要
衝
た
る
海
峡
に
お
け
る
商
船
、
大
型
タ
ン
カ
ー
等
の
自
由
な
航
行
を
保
障
す
る
こ
と
が
総
合
的
国
益
の

観
点
か
ら
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
右
に
つ
き
、
前
回
質
問
主
意

書
で
、
右
答
弁
に
あ
る
理
由
の
他
に
、
政
府
が
前
文
で
挙
げ
た
五
海
峡
を
「
特
別
海
域
」
と
し
、
そ
の
領
海
幅
を
領
海
法
で

可
能
と
さ
れ
て
い
る
十
二
海
里
で
は
な
く
三
海
里
と
し
て
い
る
理
由
は
あ
る
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は

三



「
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
一
年
六
月
三
十
日
内
閣
衆
質
一
七
一
第
五
八
〇
号
）
二
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ

る
。
」
と
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
の
答
弁
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
政
府
と
し
て
、
「
海
洋
国
家
及
び
先
進
工
業
国
と
し

て
、
国
際
交
通
の
要
衝
た
る
海
峡
に
お
け
る
商
船
、
大
型
タ
ン
カ
ー
等
の
自
由
な
航
行
を
保
障
す
る
こ
と
」
以
外
に
、
前
文

で
挙
げ
た
五
海
峡
の
領
海
幅
を
三
海
里
と
し
て
い
る
理
由
が
な
い
の
な
ら
ば
、
「
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
一
年
六
月
三
十

日
内
閣
衆
質
一
七
一
第
五
八
〇
号
）
二
に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
」
と
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
の
答
弁
を

た
だ
繰
り
返
す
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
の
理
由
は
な
い
旨
、
明
確
に
述
べ
る
こ
と
を
求
め
る
。

右
質
問
す
る
。

四


